
高
齢
化
の
最
後
の
急
な
上
り
坂

　

今
後
の
日
本
の
高
齢
化
の
推
移
を
み
る
と
、
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一

五
年
に
か
け
て
三
〇
％
近
く
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ

て
お
り
、
従
来
と
同
様
に
極
め
て
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

増
加
す
る
。
こ
れ
は
最
も
人
口
の
多
い
年
齢
層
で
あ

る
「
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
」（
一
九
四
七
年
〜

一
九
四
九
年
生
ま
れ
）
が
二
〇
一
五
年
前
後
に
高
齢

期
を
迎
え
る
か
ら
で
あ
る（
※
注
１
）。
高
齢
者
数
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
予
想
さ
れ
る
二
〇
四
五
年
と
二

〇
一
五
年
と
の
比
較
で
も
、
そ
の
増
加
率
は
一
〇
％

程
度
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
間

は
日
本
の
高
齢
化
の
「
最
後
の
急
な
上
り
坂
」
を
駆

け
上
が
る
時
期
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
【
図
１
】。

　

一
方
、
今
後
十
年
の
間
に
は
、
高
齢
者
の
世
帯
状

況
も
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
二
〇

一
五
年
に
は
高
齢
者
の
独
居
世
帯
は
五
百
万
世
帯
近

く
に
達
し
、
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
も
二
〇
〇
〇

年
に
約
三
百
八
十
万
世
帯
だ
っ
た
も
の
が
二
〇
一
五

年
に
は
五
百
七
十
万
世
帯
余
り
に
ま
で
増
加
す
る
。

独
居
世
帯
の
約
七
〇
％
は
女
性
で
あ
る
が
、
今
後
は

男
性
の
独
居
世
帯
の
伸
び
が
高
い
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
【
図
２
】。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
高
齢
化
の
進
展
は
、
全
国

一
律
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
二

〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
等
の
首
都
圏
で
は
、
高
齢
者
人
口
が
一
挙
に

七
〇
％
〜
八
〇
％
も
増
加
す
る
の
に
対
し
、
山
形
県

は
一
二
％
の
増
加
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
高
齢
者
単

独
世
帯
の
増
加
で
も
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
は
七
〇
％

余
り
増
加
す
る
の
に
対
し
、
山
形
県
は
六
千
世
帯
、

約
二
三
％
の
増
加
で
あ
る
【
図
３
、
４
】。

　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
の
波
は
、
今
ま
で
比
較
的
高
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米沢ビジネスネットワークオフィス「好生プロジェクト」の取り組みから 

高齢社会に地域はいかに立ち向かうか 

「産学官民」総力戦でコミュニティーを再興 「産学官民」総力戦でコミュニティーを再興 「産学官民」総力戦でコミュニティーを再興 

荘銀総研　調査レポート

荘銀総合研究所主任研究員　加　藤　和　　　

【図１】　高齢者人口（65歳～74歳、75歳以上）の推移とその割合

資料：2000年までは総務省「国勢調査」、2005年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来人口推計（平成14年１月推計）」
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齢
化
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
大
都
市

近
郊
に
急
激
に
押
し
寄
せ
る
の
で
あ
り
、
山
形
県
の

よ
う
に
す
で
に
高
齢
化
率
が
二
〇
％
を
超
え
て
い
る

地
域
で
は
、
あ
る
程
度
安
定
し
て
推
移
す
る
と
見
込

ま
れ
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
都
市
部
が
人
口
増
加
の

メ
リ
ッ
ト
を
先
ん
じ
て
享
受
し
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
も
都
市
部
で
開
発
さ
れ
て
地
方
に
普
及
し
て

き
た
も
の
が
多
い
。
一
方
、
地
方
で
は
高
齢
化
と
人

口
減
少
が
す
で
に
全
国
平
均
に
先
行
し
て
進
ん
で
お

り
、
大
き
な
痛
み
を
こ
う
む
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
こ

で
培
わ
れ
る
対
応
力
は
、
比
較
優
位
性
を
持
っ
た
地

方
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
生
む
原
動
力
に
な
る
可

能
性
を 
孕 
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

は
ら

　

高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る
体
制
を
地
方
が
早
急
に

構
築
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
地
域
の
存
亡
を

か
け
た
戦
い
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
台
頭

　

戦
後
生
ま
れ
の
「
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
」
は
、
ま

た
「
団
塊
の
世
代
」
と
も
呼
ば
れ
る
（
※
注
２
）。
団

塊
の
世
代
は
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
に
青
年
時

代
を
過
ご
し
、
時
代
の
流
行
や
消
費
を 
牽
引 
し
て
き

け
ん
い
ん

た
世
代
で
も
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
で
経
済
成

長
の
屋
台
骨
を
支
え
、
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
が

部
分
的
で
し
か
な
か
っ
た
団
塊
世
代
の
勤
労
者
も
、

こ
れ
か
ら
定
年
を
迎
え
て
地
域
社
会
に
帰
る
時
期
に

さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
地
域
住
民
と
し
て
第

二
の
人
生
に
向
き
合
い
始
め
た
時
、
そ
こ
に
は
従
来

の
延
長
線
上
に
は
な
い
新
し
い
消
費
行
動
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

人
口
が
縮
小
し
、
経
済
も
高
度
成
長
か
ら
低
成
長

に
向
か
う
流
れ
の
中
で
、
効
率
性
や
ス
ピ
ー
ド
を
最

優
先
と
す
る
従
来
型
の
価
値
観
か
ら
、
ゆ
と
り
や
、

こ
だ
わ
り
、
あ
る
い
は
自
然
と
の
共
創
な
ど
と
い
っ

た
精
神
的
な
も
の
を
重
視
す
る
社
会
に
し
だ
い
に
変

化
し
て
い
く
よ
う
に
思
う
。「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
や

「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
」
の
盛
り
上
が
り
な
ど
に
、
す

で
に
そ
の 
片
鱗 
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

へ
ん
り
ん

　

こ
の
点
で
も
、
山
形
県
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

バ
ッ
ク
に
、
農
業
の
観
光
化
や
安
全
な
食
文
化
の
発

信
な
ど
に
よ
っ
て
、
高
齢
社
会
に
対
し
て
本
県
が
優

位
性
を
発
揮
で
き
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
地
域
の
持
つ
特
色
を
強
み
に
転

化
し
う
る
の
か
。
以
下
で
は
、
荘
銀
総
研
も
特
別
会

員
と
し
て
参
加
す
る
米
沢
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

オ
フ
ィ
ス
（
以
下
、
米
沢
Ｂ
Ｎ
Ｏ
）
の
活
動
を
参
考

に
、
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
。
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【図４】高齢単独世帯数及び増加率 【図３】高齢者人口及び高齢化率の増加率

資料：総務省統計局「平成14年10月１日現在推計人口」、国立社会保障・人口
問題研究所「都道府県別将来推計人口（平成14年３月推計）」より算出

資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計都
道府県別推計（2002（平成12年）３月推計」より算出

増加率
順　位

増加数（増加率）
2015年

（平成27年）
2005年

（平成17年）
都道府県

１94千世帯（74.9％）220千世帯126千世帯埼玉県

２80千世帯（65.0％）203千世帯123千世帯千葉県

３114千世帯（54.9％）323千世帯209千世帯神奈川県

４76千世帯（50.2％）228千世帯152千世帯愛知県

５28千世帯（50.0％）83千世帯55千世帯茨城県

19151千世帯（34.1％）593千世帯443千世帯（東京都）

336千世帯（22.6％）30千世帯25千世帯（山形県）

433千世帯（18.1％）21千世帯18千世帯鳥取県

449千世帯（15.4％）69千世帯60千世帯長崎県

456千世帯（13.4％）47千世帯41千世帯高知県

463千世帯（13.3％）29千世帯26千世帯島根県

477千世帯（ 6.6％）116千世帯109千世帯鹿児島県

1,312千世帯（35.9％）4,969千世帯3,657千世帯全　国

増加率
順　位

増加数（増加率）
65歳以上人口（高齢化率）

都道府県
2015（平成27）年2002（平成14）年

１771千人（77.4％）1,767千人（24.5％）996千人（14.2％）埼玉県

２637千人（68.3％）1,569千人（25.7％）932千人（15.6％）千葉県

３789千人（60.7％）2,088千人（23.6％）1,299千人（15.1％）神奈川県

４603千人（54.0％）1,720千人（23.9％）1,117千人（15.7％）愛知県

５745千人（51.7％）2,187千人（25.7％）1,442千人（16.4％）大阪府

９889千人（42.6％）2,974千人（23.8％）2,085千人（17.1％）（東京都）

4332千人（17.0％）220千人（26.5％）188千人（21.4％）佐賀県

4441千人（13.9％）336千人（31.2％）295千人（25.0％）秋田県

4552千人（12.4％）471千人（27.2％）419千人（23.6％）鹿児島県

4636千人（12.1％）333千人（28.6％）297千人（24.1％）山形県

4720千人（10.1％）218千人（30.5％）198千人（26.0％）島根県

9,144千人（38.7％）32,772千人（26.0％）23,628千人（18.5％）全　国

【図２】一人暮らし高齢者数の推移とその割合

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計」
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「
好
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
立
ち
上
げ

　

米
沢
市
で
は
、
地
域
の
将
来
に
対
す
る
危
機
感
を

背
景
に
、
地
元
企
業
経
営
者
・
山
大
工
学
部
・
金
融

機
関
等
の
有
志
が
中
心
と
な
り
、
平
成
十
三
年
十
一

月
に
任
意
団
体
と
し
て
米
沢
Ｂ
Ｎ
Ｏ
が
結
成
さ
れ

た
。
そ
の
活
動
に
当
た
っ
て
は
、
米
沢
市
・
山
形
県

の
行
政
が
全
面
的
に
協
力
し
て
い
る
ほ
か
、
市
医
師

会
や
連
合
山
形
も
参
画
し
、「
産
学
官
金
労
医
」
の
連

携
と
い
う
他
に
類
を
見
な
い
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
を
作
り
上
げ
て
い

る
。
そ
の
活
動
テ
ー
マ
は
、
産
業
育
成
・
教
育
・
安

全
な
食
の
発
信
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
中
心
的
な

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た

「
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
平

成
十
四
年
に
は
医
師
会
や
福
祉
関
係
者
を
含
む
百
数

十
名
の
参
加
に
よ
っ
て「
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
結
成
さ
れ
、「
病
院
・
診
療
所
の
情
報
発
信
」「
在

宅
高
齢
者
の
見
守
り
診
療
、
病
院
と
家
庭
と
の
通
信

シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
な
ど
四
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
実

現
に
向
け
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
や
立
場
の
人
々
が

集
ま
っ
て
物
事
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、
総
論
で
は

賛
成
で
も
利
害
が
絡
む
各
論
に
お
い
て
は
二
の
足
を

踏
む
と
い
う
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
う
る
。
し
か
し
米
沢

Ｂ
Ｎ
Ｏ
に
参
画
す
る
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
対
す
る
熱
い 
想 
い
や
、
自
ら
の
使
命
感
に
突
き

お
も

押
さ
れ
て
参
加
し
て
お
り
、
個
々
の
利
害
が
優
先
さ

れ
る
組
織
の
論
理
か
ら
は
一
歩
踏
み
出
し
て
い
る
点

が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
米
沢
Ｂ
Ｎ
Ｏ
の
事
務
局
と
し
て
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
、
㈱
荘
内
銀
行
か

ら
専
任
の
人
員
を
そ
れ
ぞ
れ
手
弁
当
で
派
遣
し
て
会

の
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
運
営
費
は
、

全
額
会
員
企
業
か
ら
の
会
費

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。

　

今
年
二
月
に
は
、「
医
療
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動

を
事
業
と
し
て
結
実
さ
せ
て

い
く
た
め
の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、「
二
十
一
世
紀

好
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
結

成
さ
れ
た（
※
注
３
）。
さ
ら

に
四
月
に
は
、
米
沢
Ｂ
Ｎ
Ｏ

会
員
企
業
や
地
元
金
融
機
関

な
ど
が
主
な
株
主
に
な
り
、

「
株
式
会
社
好
生
」を
設
立
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
米
沢

Ｂ
Ｎ
Ｏ
の
活
動
は
、「
事
業

化
」
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
ま
た
一
歩
踏
み
出
し
た

と
い
え
よ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
興

に
よ
る
体
制
づ
く
り　
　

　　

米
沢
Ｂ
Ｎ
Ｏ
で
は
、「
医
療

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、
住
民
の

健
康
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
探
る
た
め
、
今
年

二
月
に
経
済
産
業
省
の
支
援

を
得
て
、
米
沢
市
内
の
特
徴

的
な
地
域
の
約
五
百
世
帯
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。

　
【
図
５
】は
そ
の
調
査
結
果
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資料：米沢BNO「健康支援システムに関する調査研究（平成16年２月）」

【図５】健康・生活支援サービスの利用意向
地域属性別年 齢 階 層 別世 帯 属 性 別

全　体各 種 サ ー ビ ス
周辺部市　部65歳以上45～64歳15～44歳

ひとり・
二人暮らし

要介護者が
いる

高齢者が
いない

高齢者が
いる

59.52％47.48％42.63％53.95％54.67％43.48％32.76％54.81％45.77％48.69％①健康、介護相談

50.00％48.54％36.32％59.21％58.67％34.78％39.66％60.74％42.96％48.69％②病院・診療所等の時間予約サービス

42.86％39.26％38.42％46.05％29.33％43.48％36.21％37.78％40.49％39.62％③屋根などの雪おろし

52.38％37.93％34.21％47.37％36.00％34.78％51.72％36.30％40.85％39.38％④介護事業所やケアマネージャー紹介

45.24％35.28％27.89％44.08％41.33％25.00％29.31％42.22％33.45％36.28％⑤行政手続きなどの各種代行サービス

45.24％35.28％30.00％43.42％37.33％32.61％32.76％41.48％33.80％36.28％
⑥健康診断の履歴管理などの
　健康管理サービス

42.86％32.89％28.42％39.47％36.00％31.52％36.21％37.78％32.04％33.89％
⑦ひとり暮らし老人の
　安否確認などのサービス

28.57％33.69％32.63％34.87％30.67％38.04％32.76％30.37％34.51％33.17％⑧雪かき（除雪）

38.10％32.10％28.42％38.82％30.67％28.26％31.03％33.33％32.39％32.70％⑨病院と自宅などのテレビ電話サービス

28.57％32.36％17.89％40.79％49.33％14.13％24.14％43.70％26.41％31.98％
⑩公民館などで行う
　生涯学習講座・趣味の講座

35.71％30.50％26.84％38.82％26.67％22.83％25.86％28.15％32.39％31.03％⑪移送サービス

35.71％29.44％21.58％37.50％36.00％19.57％31.03％35.56％27.46％30.07％
⑫住宅の定期的な点検や
　リフォームアドバイス

14.29％23.61％16.84％27.63％28.00％14.13％18.97％25.19％21.48％22.67％⑬弁当などの配食サービス

14.29％19.89％ 9.47％21.71％37.33％11.96％20.69％28.15％15.14％19.33％
⑭外出中の家族の居場所を
　確認できるサービス

21.43％15.38％13.16％16.45％21.33％17.39％15.52％18.52％14.79％15.99％⑮買い物代行、ご用聞（人・I T 機器を使って）

 4.76％14.06％ 5.79％20.39％17.33％ 2.17％ 8.62％18.52％10.56％13.13％⑯森林オーナー制度、市民農園

14.29％11.14％ 6.84％13.82％17.33％ 8.70％ 8.62％14.07％10.21％11.46％⑰ゴミ出し代行



の
一
部
で
あ
り
、
健
康
や
生
活
に
関
す
る
各
種
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
「（
有
料
で
も
）
利
用
し
た
い
」
と
す

る
回
答
が
多
い
項
目
を
、
数
値
の
高
い
も
の
順
に
示

し
た
表
で
あ
る
。

　

利
用
意
向
の
多
い
項
目
と
し
て
「
健
康
相
談
」
や

「
診
療
予
約
」「
雪
下
ろ
し
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
四
十
五
歳
〜
六
十
四

歳
の
年
代
層
で
四
〇
％
を
超
え
た
項
目
が
七
つ
あ
る

の
に
対
し
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
層
で
は
一
項

目
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
六
十
五
歳
以
上

の
層
に
必
ず
し
も
ニ
ー
ズ
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、「
有
料
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す
る
と
い

う
こ
と
自
体
に
対
し
て
な
じ
み
が
薄
い
こ
と
の
反
映

と
思
わ
れ
る
。
年
代
階
層
別
に
見
て
も
各
項
目
の
順

番
に
大
き
な
差
異
は
な
く
、
今
後
、
六
十
四
歳
以
下

の
層
が
順
次
高
齢
者
層
へ
移
行
す
る
に
つ
れ
て
、
利

用
ニ
ー
ズ
も
顕
在
化
し
、
利
用
意
向
の
割
合
も
高

ま
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
全
体
の
結
果
か
ら
垣
間
見

え
る
住
民
ニ
ー
ズ
は
、
供
給
者
側
の
都
合
を
優
先
し

た
タ
テ
割
り
の
仕
組
み
の
中
で
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
単
体
で
提
供
さ
れ
る
体
制
で

は
な
く
、
利
用
者
の
立
場
を
中
心
に
据
え
た
包
括
的

か
つ
切
れ
間
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
生
活
を
続
け
て
い
く
上
で
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
身
近
な
場
所
で
気

軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
介
護
や
医
療
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
も
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
住
民
な
ど
に

よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
と
も
連
携
し
た

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、

人
へ
の
思
い
や
り
と
「
互
助
」
の
精
神
に
裏
打
ち
さ

れ
た
、
地
域
の
良
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
社
会
関

係
資
本
）
の
再
興
が
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た「
健
康
サ
ー
ビ
ス
産
業
」の
創
出

　

株
式
会
社
好
生
で
は
、
今
後
の
中
心
的
な
事
業
と

し
て
、
健
康
や
医
療
・
介
護
に
か
か
わ
る
相
談
に
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
「
好
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
開
設
を
計
画
し
て
い
る
。
今
年
度
の
具
体

的
な
事
業
と
し
て
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
等

に
テ
レ
ビ
電
話
を
設
置
し
て
「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
具
体
的
な
高
齢

者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
、
有
効
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
方
策

の
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
潜
在
的

に
社
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
企
業
に
対
し
て
、
健
康
相
談
に
応
じ
る

看
護
師
等
の
派
遣
事
業
の
試
行
も
開
始
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｉ

Ｔ
を
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
く
が
、
Ｉ

Ｔ
先
に
あ
り
き
で
は
な
く
、
フ
ェ
ー
ス
・
ツ
ー
・

フ
ェ
ー
ス
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
や
、
利
用
者
の
個
別
性

を
最
大
限
尊
重
す
る
こ
と
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
い
る
。
米
沢
Ｂ
Ｎ
Ｏ
の
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
経

済
産
業
省
か
ら
も
注
目
を
浴
び
て
お
り
、
同
省
が
推

し
進
め
る
「
健
康
サ
ー
ビ
ス
産
業
創
出
支
援
事
業
」

に
お
い
て
、
今
年
度
、
好
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
事

業
化
基
本
計
画
策
定
事
業
」
の
モ
デ
ル
事
業
に
指
定

さ
れ
た
。
こ
れ
に
勢
い
を
得
て
、
活
動
に
新
し
い
有

力
メ
ン
バ
ー
も
参
画
す
る
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

動
き
は
ま
す
ま
す
熱
気
を
帯
び
て
い
る
。

　

地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
は
、「
個
族

化
」
へ
の
道
を
ひ
た
歩
む
現
代
人
に
と
っ
て
、
場
合

に
よ
っ
て
は
「
お
節
介
」
で
「
煩
わ
し
い
」
も
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
十
年
後
に
は
、
全
国
的
に
高
齢
者
の
独

居
・
夫
婦
の
み
世
帯
が
一
千
万
世
帯
を
超
え
る
。
家

族
介
護
は
実
質
的
に
機
能
不
全
に
陥
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
す
べ
て
を
施
設
介
護
に
依
存
し
て
い
け
ば
、
高

齢
者
が
本
来
持
つ
活
力
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
ば

か
り
か
、
保
険
料
負
担
や
財
政
面
か
ら
見
て
も
破
滅

的
な
状
況
を
迎
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

好
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
将
来
に
わ
た
る
高
齢
化
の
状
況
を
見
据

え
、
高
齢
者
の
自
立
を
支
援
す
る
地
域
独
自
の
社
会

シ
ス
テ
ム
を
、
民
間
主
導
で
、
他
地
域
に
先
駆
け
て

構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り
は
、
医
師
会
や
介
護
事

業
所
、
行
政
や
教
育
機
関
を
は
じ
め
、
住
民
や
企
業

な
ど
の
各
層
が
一
丸
と
な
り
、
地
域
の
総
力
戦
で
挑

ま
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

米
沢
Ｂ
Ｎ
Ｏ
が
築
い
て
き
た
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
底
力
を
基
盤
に
、
好
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
日
本
の
今
後
の
道
標
を
示
す
活
動
と

し
て
発
展
し
、
定
着
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　

そ
れ
は
、
い
ま
だ
世
界
の
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
未
曾
有
の
高
齢
社
会
を
前
に
し
て
、
現
役
世
代

が
な
し
得
る
未
来
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。

27

（
※
注
１
）
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
か
ら
一
九
四
九
年

（
昭
和
二
十
四
年
）
の
三
年
間
で
八
百
六
万
人
の
子
供
が
生
ま
れ

た
。
一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
か
ら
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十

二
年
）
の
三
年
間
の
出
生
数
は
三
百
五
十
七
万
人
で
あ
る
。

（
※
注
２
）
一
九
七
六
年
に
堺
屋
太
一
氏
が
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
を

テ
ー
マ
に
書
い
た
小
説
『
団
塊
の
世
代
』
に
端
を
発
し
、
そ
れ

以
降
、
彼
ら
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
を
団
塊
の
世
代
と
呼
ぶ
の
が

一
般
化
し
た
。

（
※
注
３
）「
好
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
『
好
生
』
の
名
は
、
米
沢

藩
の
中
興
の
英
主
と
い
わ
れ
る
上
杉
鷹
山
公
が
江
戸
時
代
に
建

立
し
た
医
学
館
『
好
生
堂
』
に
ち
な
ん
で
い
る
。
そ
の
名
は
「
書

経
」
の
一
節
『
好
生
の
徳
は
万
人
に
洽
（
あ
ま
ね
）
か
し
（
人
の

生
命
を
大
切
に
す
る
徳
を
万
人
に
ゆ
き
わ
た
ら
せ
る
）』
に
典
拠

し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。


